
Nanbu.T 平成17年2月号 14

氏
　
　
　
名

泉
　
　
　
潤
　
哉

藤
　
原
　
　
　
宰

渡
　
邉
　
悦
　
朗

竹
　
中
　
智
　
彦

桑
　
名
　
俊
　
成

加
　
納
　
諭
　
史

都
　
田
　
光
　
明

遠
　
藤
　
哲
　
也

遠
　
藤
　
和
　
裕

潮
　
　
　
淳
　
司

恩
　
田
　
　
　
守

内
　
間
　
祐
　
次

舟
　
越
　
辰
　
実

岡
　
野
　
泰
　
成

野
　
口
　
信
　
一

桑
　
名
　
尚
　
人

亀
　
澤
　
　
　
登

林
　
　
　
美
紀
夫

分

団

名

本
　
部
　
班

西
伯
第
一
分
団

西
伯
第
二
分
団

西
伯
第
三
分
団

西
伯
第
四
分
団

町
長
功
績
表
彰

西
部
消
防
協
会

分

団

名

会
見
第
二
分
団

会
見
第
三
分
団

三

崎

分

団

宮
前
一
分
団

御
内
谷
分
団

朝

金

分

団

氏
　
　
　
名

細
　
田
　
直
　
史

前
　
田
　
　
　
剛

白
　
川
　
立
　
真

細
　
田
　
秀
　
樹

小
　
林
　
　
　
喬

吉
　
持
　
　
　
洋

六
　
宮
　
徳
　
郁

六
　
宮
　
貴
　
之

三
　
鴨
　
弘
　
顕

精
　
山
　
英
　
明

赤
　
井
　
智
　
則

石
　
塚
　
広
　
作

赤
　
井
　
光
　
喜

中
　
曽
　
康
　
文

篠
　
村
　
英
　
明

石
　
塚
　
朝
　
久

赤
　
井
　
啓
　
介

１
月
10
日
（
月
）
に
町
民
運
動
場
（
浅
井
）

に
て
平
成
17
年
消
防
出
初
め
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

前
日
の
雪
も
残
り
、
寒
さ
が
凍
て
つ
く
中
、

広
設
消
防
団
と
自
衛
消
防
団
あ
わ
せ
て
24
団
2

7
7
員
の
消
防
員
が
、
一
年
間
の
無
火
災
を
祈

念
し
、
出
初
め
式
に
臨
み
ま
し
た
。

町
長
功
績
表
彰
を
受
け
た
35
名
を
代
表
し
、

本
部
班
の
藤
原
団
員
が
「
今
後
と
も
消
防
人
と

し
て
職
務
に
精
励
し
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
、

全
分
団
に
よ
る
分
列
行
進
で
消
防
人
と
し
て
の

心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
近
く
の
小
松
谷
川
で
み
ご
と
な
一

斉
放
水
を
披
露
し
、
見
て
い
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

みんなの南部 

決
意
を
胸
に

　
消
防
出
初
め
式
挙
行

表
彰
者
の
み
な
さ
ん 

（
敬
称
略
） 

水しぶきをあびながらの見学

氏
　
　
　
名

松
　
原
　
享
　
志

山
　
根
　
弘
　
人

永
　
野
　
　
　
清

所
　
属

西
伯
第
二
分
団

西
伯
第
四
分
団

会
見
第
一
分
団

功
績
章

所
　
属

西
伯
第
四
分
団

氏
　
　
　
名

細
　
田
　
達
　
也

田
　
邉
　
英
　
昭

氏
　
　
　
名

山
　
下
　
　
　
晃

足
　
立
　
喜
　
典

田
　
子
　
勝
　
利

所
　
属

会
見
第
一
分
団

西
伯
第
四
分
団

本
　
部
　
班

勤
続
章

所
　
属

西
伯
第
一
分
団

西
伯
第
四
分
団

会
見
第
一
分
団

氏
　
　
　
名

遠
　
藤
　
茂
　
人

内
　
田
　
嘉
　
浩

伊
　
藤
　
　
　
真



平成17年2月号　Nanbu.T15

１
月
30
日
、
四
季
地
区
の
皆
さ
ん
が
待
ち

望
ん
で
い
た
「
四
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」
が
完
成
し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と

し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

う
平
成
16
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
四
季
地
区
で
は
活
動
の
場
と
な

る
施
設
が
な
く
、
屋
外
に
天
幕
を
張
っ
て
の

活
動
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
同
に
参
加

で
き
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
施

設
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
天
候

や
会
場
設
営
等
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

幅
広
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 四

季
地
区
の
拠
点
が
完
成

１
月
23
日
（
日
）
会
見
地
区
、
西
伯
地
区

か
ら
14
名
の
豆
剣
士
た
ち
が
参
加
し
、
南
部

町
剣
道
教
室
の
鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
年
の
無
事
を
感
謝
し
、
今
年
の
剣
道
の

上
達
を
願
い
、
2
時
間
あ
ま
り
汗
を
流
し
た

後
、
保
護
者
の
方
に
用
意
し
て
も
ら
っ
た
ぜ

ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
気
に
え
い
っ
や
ー
っ

１
月
28
日
（
金
）
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
い

こ
い
荘
」
で
会
見
小
学
校
の
三
年
生
（
30
名
）

と
会
見
第
二
小
学
校
（
18
名
）
が
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
の
方

と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
見
小
学
校
の
三
年
生
は
「
き
っ
ち
ょ
む

と
ん
ち
話
」
の
劇
を
、
会
見
第
二
小
学
校

は
「
笠
お
ど
り
」
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
歌
を
う
た

い
、
交
流
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

交
流
発
表
会

１
月
25
日
（
火
）
に
す
く
す
く
子
育
て
親

子
教
室
が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
い
こ
い
荘
」

で
行
わ
れ
27
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
と
お
も
ち
ゃ
」
を
テ
ー
マ
に
、

木
の
お
も
ち
ゃ
専
門
店
「
木
や
（
も
く
や
）」

の
高
橋
店
長
か
ら
、
お
も
ち
ゃ
の
意
義
や
与

え
方
に
つ
い
て
話
を
聴
き
ま
し
た
。「
就
学

ま
で
の
お
も
ち
ゃ
選
び
は
親
の
責
任
。
親
が

し
っ
か
り
し
た
基
準
を
持
ち
、
子
ど
も
に
選

ぶ
力
、
見
分
け
る
力
を
つ
け
て
や
る
こ
と
が

大
事
」
と
い
う
言
葉
に
お
母
さ
ん
た
ち
も
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
選
び
の
お
勉
強

四季コミュニティセンター

正しくおもちゃと遊びましょう

元気な声がひびきます

3年生の劇「きっちょむとんち話」




